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【後援会連絡先】 
〒068-0043 
岩見沢市北 3条西 4丁目 1-18 
平野よしふみ後援会事務所 
TEL・FAX 25-6512 

 

 
 
 

 いつの世も、時代の変節の中で世を思い、世を愛し、礎とならんと邁進する

リーダが現れるものです。昨今、ふるさと岩見沢にも変節の波が押し寄せてい

ます。この変節の時に今、岩見沢の未来のビジョンを描かなければ、次代に残

すべき明るい未来はないのです。その中で平野議員は、議員として、故郷のリ

ーダーとして、素晴らしい活動を展開しております。その一端をこの会報にて

お伝えいたします。平野議員は、瞳には未来への夢を宿し、拳には未来への覚

悟を握りしめています。それを我々でしっかり支えて行きたいのです。 

どうか本後援会にご理解ご協力を賜ります様お願い申し上げます。  

〈会長 内田 茂伸〉 

＊特筆すべき事として、種々ご配慮等をいただき僅か議員経験４年少々

のタイミングにおいて、３つある常任委員会の要とも言える総務常任委 

 

◆会長挨拶 

 
  
新聞報道でもご覧になられていると思いますが、現在、岩見沢市では

市役所新庁舎の建て替えの準備が進んでいます。今後最低でも 50 年、

西暦で言えば 2070 年以降も使用されることから、これからの大きな社

会変化（人口減少、少子高齢化、公共交通、公共施設再編成、etc.）を

見据えたものにならなければなりません。その議論を深めるために、平

野の所属する会派、市民クラブでは市民アンケートを実施し、それを元

にシンポジウム（下画像）を開催。多くの市民の意見をとりまとめ、場

所の議論のみならず、機能や付与する価値についての議論を深めてきま

した。 

 さらに関係する市の各 

種計画との整合性、長期 

的視野に立った場合の、 

今後の庁舎のあり方等の 

調査を行い、平成２９年 

第３回定例会で一般質問 

を行いました。 

 短期、長期を見据えた 

中で本当の意味で「将来 

に負担を残さない」ことを目指し、基本設計はもちろん、実施設計、庁

舎完成に至るまで、しっかりと注視していきたいと思っています。 

 

＊ちなみに岩見沢市は今から 23 年後の 

2040 年には、人口が現在の約 83,000 

人から、国立社会保障人口問題研究所の 

試算では約 6 万人へ。新庁舎がまだ現役 

の 2060 年には現在の約半分の 41,000 

人になってしまうと予想されています。 

 

＊更に既存の公共施設の更新費用も莫大な金額なります。今後 45 年間の推計

では、現在の状況を維持していくためには、建物、インフラ（道路や下水道等）

を合わせて約 6,500 億円かかる見込みであり、岩見沢市が充当できる金額を

考慮すると、単純割で毎年 82 億円が不足するという試算になっています。 

いよいよ難しい時代が目前の状況で、長期的視野による決断が重要になってき

ます。目先に囚われる事なく、全体最適の視点で取り組んでいきます。 

 
 

②市役所新庁舎について 

ホームページもご覧下さい。 

ブログも 800 ペー
ジを超えました！ 

 
  
平成 27 年 4 月の統一地方選から、早いもので既に折り返しの 2 年が

経過しました。岩見沢市議会での多くの役職は２年と定められているた

め、この度、５月１9 日の臨時議会にて新たな後期人事が確定していま

す。平野の岩見沢市議会後期人事における役割は以下の通りです。 
                

 
＊特筆すべき事として、種々ご配慮等をいただき僅か議員経験４年少々

のタイミングにおいて、３つある常任委員会の要とも言える総務常任委

員会の「委員長」という大役を預かることとなりました。あらためてこ

こにご報告をさせていただきます。 

①後期人事新たな役職 

・総務常任委員会 委員長 

・議会運営委員会 委員 

・新庁舎建設特別委員会 委員 

・消防事務組合議員 

・空知教育センター組合議会 議員 

・岩見沢市議会議員会 役員 
 

 

平成 29年第 3回定例会 

一般質問の様子 

 

 
 
 

 今後、こども達の数が益々減少していくことによって、公立高校の間

口削減に向けた計画が顕著になっています。岩見沢市では平成 31 年に

西高が 1 学級減になるのですが、今年の春にはその翌年の平成 32 年度

にも岩見沢農業高校の1学級減を計画している旨の道教委の意向があり

ました。そこで総務常任委員会委員長として「岩見沢市高校適正配置連

絡会議」の会長に就任。公式に発表される前に道教委に要望書を提出し、

再検討を要望してきました。結果として、岩見沢農業高校の間口減は避

けられたものの、岩見沢市立である緑陵高校が間口減とする決断に至り

ました。今後数年間において、岩見沢市外から通学する生徒、また、岩

見沢市内から市外へと通学する生徒の動向と推移等を鑑みると、市とし

ても苦渋の決断を避けることはできませんでした。 

 今後の生徒数推移を考慮すると、平成 36 年度にもう一度大きな波が

来ることが明白 

なため、改めて 

早めの対応が求 

められています。 

岩見沢市内の子 

ども達が学ぶ環 

境の維持とより 

適切な環境整備 

に努めていきた 

いと思います。 

 

 平野よしふみ 検索 

③高校適正配置ついて 

5 月 27 日発行プレス空知記事 

（転載許可済み） 

 

平野よしふみ 

活動報告会 
平成 29年 11月 12日（日）14時開始 

北海道グリーンランドホテルサンプラザ 

 

どなたでも参加で

きます 

入場無料 
事前申込不要 

今年もやります！ 



に指定された「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」

と見事に繋がる数多くの価値の高い遺産とストーリーがこの地に存在

しています。岩見沢市は元来石炭を運ぶためにできた鉄道の要衝で、物

だけでなく文化、価値観等が集まっては分散していったハブの街です。

今後の文化的価値を高めることで、大いにこの地域の活力が高まること

も期待でき、その側面支援として議員連盟を立ち上げました。まずは来

年以降の日本遺産登録の実現を目指し、盛り上がりを期待しています。 

＊特筆すべき事として、種々ご配

慮等をいただき僅か議員経験４年少々のタイミングにおいて、３つある

常任委員会の要とも言える総務常任委 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

5 月に平野が所属するこども環境 

学会の全国大会が恵庭市で開催さ 

れました。その運営委員の一人と 

して、分科会 C「共に遊び共に育 

つ」においてコーディネーター役 

を担いました。全国から訪れた多 

くの参加者と共に、現在の懸念の一つである、大人と子どもを取り巻く

環境において、大人の姿勢を学ぶ機会となりました。 

＊特筆すべき事として、種々ご配

慮等をいただき僅か議員経験４年少々のタイミングにおいて、３つある

常任委員会の要とも言える総務常任委 

 

◆こども環境学会全国大会運営 

【その他活動の報告（抜粋版）】 
 
 
  

少数の有志と共に北海道「炭鉄港」市町村議員連盟の発起人会をつくり、

3 月に岩見沢にて設立総会を行いました。何と 9 市 2 町 75 名の加入を

頂き、尚且つ北海道議会議員の 3 会派 11 名の方々にも顧問に名を連ね

ていただき、無事に船出をいたしました。この総会で平野は運営の要で

ある幹事長に就任し、会の運営を行っています。 

 

そもそも「炭鉄港」って何？という方も多いかもしれませんが、日本の

近代化を支えた空知の石“炭”、それを積み出した小樽・室蘭の“港”、それ

らを結んだ“鉄”道、更に石炭の資本により生まれた室蘭の製“鉄”という

「炭・鉄・港」を軸として地域価値を高めていく取組で、近年世界遺産 

＊特筆すべき事として、種々ご配

慮等をいただき僅か議員経験４年少々のタイミングにおいて、３つある

常任委員会の要とも言える総務常任委 

 

◆北海道「炭鉄港」市町村議員連盟発足 

 
 
  

８月に空知管内の社会教育主事等を対象と 

し、浦臼町で開催された研修会〈空知社会 

教育研究協議会 10 周年事業・平成 29 年 

度空知管内生涯学習専門員研修会〉にて、 

基調講演の講師として依頼を受けました。 

日頃から仕事として専門的に取り組んでい 

るプロに対し、「あそぶ・学ぶ・動くで育 

む ～個人と地域の自己肯定～」という題で 90 分間の講演をさせてい

ただきました。現代は個人の自己肯定感が低く、国際比較においても顕

著なことを引き合いに、子どもも大人も熱中できることの重要性等を軸

に、地域におけるまちづくりの話しへと展開させていただいたもので、

大変好評を得ることができました。として、種々ご配慮等をいただき僅

か議員経験４年少々のタイミングにおいて、３つある常任委員会の要と

も言える総務常任委 

 

◆生涯学習専門員研修会講師 

 
 
  

9 月に北海道公立学校教頭会研究大会があり、全道から岩見沢市に多く

の教頭先生の代表が集まりました。その中の特別分科会のシンポジウム

〈学校と地域が連携した体育向上への取組の可能性〉にて、元市 PTA 連

合会顧問、保護者、地域の大人、過去スポーツ選手として過ごしてきた

経験などの経歴から、シンポジストとしてお招きいただきました。本当

にありがたいことです。どれほど役に立てたかはわかりませんが、あら

ためて教頭先 

生の熱意を強 

く感じること 

ができ、とて 

も貴重な経験 

となりました。 

として、種々ご配慮等をいただき僅か議員経験４年少々のタイミングに

おいて、３つある常任委員会の要とも言える総務常任委 

 

◆北海道公立学校教頭会研究大会〈全道〉 

 
 
  

岩見沢赤電保存会をご存知ですか？道内で初めて 

採用された 711 系という電車で、現在栗沢町上幌 

にて保存展示しています。これはインターネット 

を利用した募金で 400 万円以上を集め、民間のみ 

の力で保存開始したものです。岩見沢赤電保存会 

は昨年 10 月に、保全を担う地元の会として発足 

し、平野が代表を務めています。鉄道の街岩見沢 

の記憶をプラスに活用していきます。（会員募集中） 

＊特筆すべき事として、種々ご配

慮等をいただき僅か議員経験４年少々のタイミングにおいて、３つある

常任委員会の要とも言える総務常任委 

 

◆岩見沢赤電保存会発足 

 
 
  

岩見沢市内のお店などで無料配布されているフリーペーパー「これっ

と」をご存知ですか？とてもオシャレな情報誌ですが、何とその中に、

平野が主宰しているグループ「岩見沢シビックプライド探求部」として

岩見沢の歴史や価値についての連載があります。是非ご覧ください。 

 

◆これっと連載記事執筆中 

〈編集後記〉 
 
◇平野議員の活躍の場がますます広がり、後援会通信は回を重ねるごと
に紙面が足りなくなってきます。◇さて、秋の夜長いかがお過ごしです
か？私はノンフィクション小説『1984 年』を読みました。統制により

思考も行動も交流も自由がなくなるという世の中を描いたものです。◇
本を閉じたとき、一緒に飲んで食べて笑い語り合える後援会役員の仲間
を想い、会いたくなりました。◇11 月 12 日は第３回報告会（表面上部
記載）で皆様とお会いできることを楽しみにしています。 
                      〈幹事長 中谷俊雄〉
員経験４年少々のタイミングにおいて、３つある常任委員会の要とも

言える総務常任委 

〈小話コーナー〉 

平野は現在、岩見沢地区消防組合議員も担っています。前々回の議会で

の一般質問はソーラーパネルに関するものを実施しました。ソーラーパ

ネルが設置された住宅が、万が一日中に火災が発生した場合、その発電

を遮断できないために感電の可能性がある／パネルが邪魔して消火活

動中の換気や放水に難がある／重量物ゆえに落下の危険性がある等々。

これらによって、消防活動は非常に難易度の高いものになります。よっ

て、その対策をどう考えているか？という現場の方々の安全確保へ願い

を込めた質問でした。が、そこはプロ。状況の把握と訓練の徹底に務め

ているとの事で、要らぬ心配だった様です。ちなみに本事例の道内での

出動事例はなし。しかしいつ発生するかわからないのも災害の怖さ。是

非、そんな出動が永遠に無きよう常に火元の確認をお願いします！ 

＊特筆すべき事として、種々ご配

慮等をいただき僅か議員経験４年少々のタイミングにおいて、３つある


